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10月14日(月)，秋山幼稚園の運動会でも，お父さんべ

さんが熱心にビデオカメラを回す姿が見られました。
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(特集:これからは映像の時代

あ
芯
だ
き
ふ
る
さ
と
の

畷

鐙

蕊読
嬢懲§

…

龍
…

……

蕊識灘 雷

似

蕊

映
画
監
督
に

謬
溝
詫
蝿

詑
声
諄
睡

蕊

麹

か
ら
は
映
像
の
時
代
″
と
い
う
こ
と
ば
が
よ
く

て
い
ま
す
。
高
度
情
報
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ

の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

は
、
昨
年
、
広
報
ビ
デ
オ
編
集
委
員
会
を
作
り

。
三
べ
ｌ
ジ
の
と
お
り
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ボ

ィ
ア
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ
の
活

環
と
し
て
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま

こ
で
今
月
は
、
ビ
デ
オ
（
映
像
）
の
市
内
の
現

い
て
、
見
て
み
ま
し
た
。

私も名カメラマン
…

す
で
に
高
萩
市
で
は
、
一
昨
年
、
市

制
三
五
周
年
を
記
念
し
て
、
写
真
集
「
ふ

る
さ
と
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

将
来
は
、
こ
の
市
の
お
い
た
ち
を
ビ
デ

ピデｵ作品ｺｺﾜｮﾘ脆

舅晒し窪す

オ
に
ま
と
め
、
映
像
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
市
内
の
小
学
三
年
生

と
四
年
生
が
使
用
し
て
い
る
社
会
科

の
副
読
本
「
は
ば
た
く
高
萩
」
（
過
去
・

現
在
・
未
来
を
含
む
市
の
姿
）
の
ビ
デ

オ
版
を
作
っ
て
欲
し
い
と
の
声
が
、
子
ど

も
た
ち
や
先
生
か
ら
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
広
報
ビ

デ
オ
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
の
経
済
企
画
庁
の
主
要

耐
久
消
費
財
の
普
及
調
査
（
三
ペ
ー
ジ

図
二
を
見
る
と
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の

普
及
率
は
一
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
連
動
会
な
ど
を
兄
る
と
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
は
、
そ
の
後
も
急
速
に
蒋

及
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ま

だ
編
集
機
が
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
家
族
を
撮
っ
て
楽
し
ん

で
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
撮

影
だ
け
で
な
く
、
編
集
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
も
う
少
し
積
極
的

な
人
は
、
ま
ち
の
行
事
や
地
域
の
話
題
、

お
も
し
ろ
い
も
の
な
ど
の
ミ
ニ
作
舳
を

作
り
、
あ
な
た
が
ふ
る
さ
と
の
尚
萩
を

紹
介
す
る
映
川
朧
粁
に
な
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
楽
し
い
で

す
よ
。

ー

旧
く
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
、
Ｆ
Ｊ
Ｐ
『
Ｊ
ノ
リ
、
Ｊ
，
，
『
Ｊ
ノ
リ
『
ザ
ノ
３
、
Ｆ
Ｊ
Ｊ
亀
Ｊ
ｙ
３
、
Ｊ
ｙ
印
『
ノ
ー
Ｆ
、
Ｊ
３
３
毎
Ｊ
７
７
『
Ｊ
ノ
３
，
Ｊ
，
抄
回
Ｊ
Ｊ
３
、
Ｊ
Ｊ
３
『
且

テ
ー
マ
「
子
ど
も
」
「
そ
の
他
」

規
格
十
分
以
内
で
、
テ
ー
プ
の
種

類
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
未
発
表
の
も
の
。
）

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

締
切
平
成
四
年
一
月
二
十
Ｈ
側

応
募
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
市
民
活
動
課

内
広
報
ビ
デ
オ
編
集
委
員
会

へ
盆
二
三
’
二
二
一

内
線
二
六
二

発
表
平
成
四
年
玉
月
末
予
定

昔
の
映
像
を
探
し
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
の
中
で
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

や
写
真
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
「
あ
の
人
の

と
こ
ろ
に
あ
り
そ
う
だ
よ
山
と
い
っ
た

情
報
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
な
お
、
今

ま
で
市
報
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
次
の

み
な
さ
ん
か
ら
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
リ
ス
ト
二
六
本

わ
菱
｝
た

○
脇
Ⅲ
義
春
さ
ん
（
下
手
綱
）

東
小
学
校
や
高
萩
中
学
校
の
運
動
会
、

高
萩
高
校
の
花
見
な
ど
、
一
二
本

（
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
年
代
）

○
柴
田
ふ
さ
子
さ
ん
（
有
明
町
）

ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
募
集

｡

②



高
萩
巾
広
報
ビ
デ
オ
編
集
委
員
会

◎
高
萩
の
ご
み
を
考
え
る
〃
増
え
て
い

編
集
委
員
る
市
の
ご
み
の
現
状
を
考
え
る
：
：
：

十
二
分
二
般
用
、
小
学
生
高
学
年

（
敬
称
略
）
以
上
の
教
材
）

福
地
保
雄
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
）
、
田
中
鉱
一
◎
心
の
ふ
る
さ
と
「
い
ち
こ
舟
」
…
大
能

郎
（
松
岡
小
学
校
）
、
柏
義
夫
（
郷
土
映
地
区
／
歴
史
的
な
伝
統
行
事
と
心
の

き
み
あ
き

像
研
究
家
）
、
猿
田
公
章
（
建
築
業
）
、
皆
ふ
る
さ
と
：
！
…
．
：
．
…
…
…
・
…
・
七
分

ま
き
ひ
二

の
ぶ
え

川
雅
彦
（
会
社
役
員
）
、
神
長
伸
江
（
会
社
（
一
般
用
）

貝
）
、
柴
田
光
二
高
萩
中
学
校
）
、
篠
原
◎
第
二
一
回
高
萩
ま
つ
り
・
第
二
十
回

一
也
（
松
岡
中
学
校
）
、
大
部
孝
雄
（
会
社
高
萩
ま
つ
り
Ｊ
パ
レ
ー
ド
、
み
こ
し

た
か
し

ひ
ろ
た
だ

貝
）
、
大
越
隆
（
市
役
所
）
、
鈴
木
大
尹
（
市
流
し
踊
り
、
新
庄
踊
り
・
…
：
二
九
分

た
か
の
り

役
所
）
、
長
久
保
孝
徳
（
市
役
所
）
二
般
用
）

〈
事
務
局
〉
市
民
活
動
課
◎
手
の
あ
た
た
か
さ
の
伝
わ
る
ま
ち
に

こ
れ
ま
で
に
～
愛
情
弁
当
同
乗
記
～
／
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
お
誘
い
、
苦
労
、
愛

情
、
生
き
が
い
…
…
…
…
…
…
八
分

作
っ
た
作
品

（
主
婦
）

昨
年
と
今
年
の
二
年
間
で
編
集
委
員
◎
海
と
山
、
自
然
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

会
で
作
っ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
〆
／
市
の
見
ど
こ
ろ
紹
介
・
・
：
…
：
七
分

◎
高
萩
の
馬
市
／
か
つ
て
盛
ん
だ
っ
た
（
市
外
、
一
般
用
）

馬
市
の
よ
う
す
と
歴
史
．
．
…
…
・
九
分
こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
は
、
市
役
所
の
玄

二
般
用
、
小
学
生
以
上
の
教
材
）
関
ロ
ビ
ー
で
放
映
し
て
い
る
ほ
か
、
学

麺

ー

鶴
対
外
的
な
作
品
や
一
一
般
む
け
、
そ
の

中
で
も
、
小
・
中
学
生
む
け
の
も
の
、

青
少
年
む
け
、
主
婦
む
け
の
も
の
と
、

制
作
の
目
的
を
は
っ
き
り
も
っ
て
、

市
報
で
は
で
き
な
い
広
報
ビ
デ
オ
を

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
面
、
次
の
三
班
に
分

け
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
○
過
去
の
映
像
を
記
録
に
残
す
（
炭
鉱

町
並
み
、
募
ら
し
な
ど
。
）

○
行
政
の
市
民
む
け
の
企
画
も
の
（
ご

み
の
減
量
・
分
別
な
ど
。
）

○
イ
ベ
ン
ト
、
対
外
的
な
ミ
ニ
企
画

（
毎
月
の
行
事
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
作

り
方
、
高
萩
の
陶
芸
な
ど
。
）

校
や
公
共
施
設
に
備
え
付
け
て
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ

な
た
の
映
像
も
放
映
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
市
民
活
動
課

で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
作
品
を

作
っ
て
い
く
の
か

市
内
の
企
業
の
中
に
も
、
ビ
デ
オ
を

利
用
し
た
り
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
づ
く
り
を

し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ

の
ビ
デ
オ
を
借
り
て
き
て
企
業
誘
致
の

と
き
な
ど
に
利
用
す
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
使
い
途
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
各
地
域
に
ビ
デ
オ
モ

ニ
タ
ー
制
度
を
作
っ
て
、
地
域
の
話
題

な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
し
て

は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
お
持
ち

の
み
な
さ
ん
の
励
み
に
も
な
れ
ば
と
、
ビ

デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

は
ず
か
し
が
ら
ず
に
、
ぜ
ひ
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

（
四
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

平
成
二
年
度
主
要
耐
久
消
費
財

の
普
及
率
調
査
抜
粋
図
二

は
ず
か
し
が
ら
ず
に
参
加
し
て

＝ゞ

広報ビデオ編集委員会
委員長

田中鉱一郎さん

妨
新
搾
勿
賃
し
出
し
宝
八
屋
リ
フ
イ
ル

〕
、
灘
段
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、
Ｊ
、
韻
、
、
段
段

頚
（
平
或
露
琴
度
分
翠
の
お
知
ら
せ
■

ロ
飛
蕊
漆
い
職
ダ
ル
ｒ
￥
漁
灘
Ｊ
主
八
分

（
道
徳
恥
二
二
℃
迦
“
急
涜
二
詮
‘
一
塊
童

設

、

韻

研

段

段

舞

荊

叩

、

韻

、

巾

叩

設

蹄

、

、

Ｌ

、

、

Ｃ
ア
．
ヅ
リ
カ
友
情
物
議
強
岬
己
五
鰯
分

・
＆
？
〈
道
徳
恥
三
毒
○
）
Ⅳ
児
童

鯉
や
鍼
間
琿
秘
談
帯
詠
い
蕊
・
＆
縄
と
邇
溌

＆
》
（
道
徳
恥
声
二
乙
〆
”
“
↓
児
童
へ
＃
塗
般

○
か
わ
い
》
そ
う
な
”
ぞ
う
対
“
録
十
七
分

（
道
徳
恥
一
豆
二
）
価
脚
“
㈱

■
一
〃
〕
：
Ⅲ
Ⅲ
亨
一
一
操
〕
児
童
い
・
廷
呼
搬

※
図
書
館
内
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
－
Ⅳ

■
・
恋
二
三
Ｉ
七
一
七
四

”
恥
〆
蝿
．
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
心
二
六

ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証
取
得
講
習
会

や
教
育
用
瑛
画
フ
イ
ル
ム
群
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
等
の
教
育
機
材
の
貸
し
出
し
的
映

写
機
，
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
の
機
材
の
貸

し
出
し
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
写
し
方
教

室
な
ど
の
仕
事
を
し
で
い
ま
ず
。
撮
影

毎
編
集
な
ど
へ
《
■
映
像
に
関
す
る
相
談
も

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
：
〃
”

視
聴
覚
ラ
多
ラ
リ
ー
を

〆

〆

■

＆

〃

Ｊ

利

用

し

て

一
Ｅ
謬
録
露
舜
漉
や
母
語
嶽
縦
元
舞
溌
耳

蹄

設

、

》

韻

、

韻

、

□

、

韻

が

、

蹄

、

設

評

叩

呼

晋

設

〕

設

眠

〕

設

謂

和

ノ

叩

呂

呂

呂

沖

諦

設

、

、

呂

、

、

韻

、

執

、

》

段

段

鷺
五
本
（
い
寵
れ
強
昭
菰
鴎
非
漿
代
〉
心

画
小
跡
一
壺
稲
再
應
狩
黙
（
本
虹
ｆ
印
泌

一
閏
民
体
育
大
会
や
市
民
讃
っ
靭
凝
蕊

い
貫
渓
谷
が
大
心
苑
が
？
花
貫
ダ
公
ご
市
一

が
民
号
ぴ
文
繩
凌
蕊
語
謨
式
議
行
事
な

■
ど
い
九
・
零
忠
昭
和
四
十
年
代
か
ら
昭

Ｊ
和
五
十
無
代
）
Ｅ
Ⅱ
灘
：

なオ 背の‘蛎市や炭鉱、 まち士 )映像I す~でに以前からう1 保正次さん(本町) ，大心苑，小池正人さ 本川)より提供され ､主す
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・
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